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指 １ ２次方程式 の解と、２次関数 指 第２節 ２次不等式f x( ) =0
。y f x= ( )のグラフの対応関係を明らかにする

導 ２ ２次関数のグラフと 軸の共有点の個数 導 ５ ２次関数のグラフと 軸の位置関係x x
が の符号により調べられることを理 ・・・２時間b ac2-4

目 解させる。 計 ６ ２次不等式・・・・・・・・・・・６時間
３ ２次不等式 ＞ ， ＜ の解と２次 （本時はその１時間目）f x f x( ) ( )0 0

標 関数 のグラフとの対応関係を明らか 画 ７ 演習問題・・・・・・・・・・・・３時間y f x= ( )
にする。

２次不等式本時の主題

前時の課題 教科書 練習２８，２９を解いておく。

目 １ ２次関数 のグラフと 軸の位置関係を考察することにより、２次不等式y ax bx c= + +
2 x

＞ （＜ ）の解法を理解させる。ax bx c2+ + 0 0
標 ２ ２次不等式の解法を理解させ、その解を数直線上に図示できるようにする。

指 導 内 容 資料・教具・評価の観点等時間 指導上の留意点

導 １ 前時の課題を解答する。 ５ ・既習事項の内容について復 ・復習の内容から本時の内
習し、学習意欲を喚起する。 容につなげる。

入 ２ 本時の目標を確認する。 <関心・意欲・態度>
指

１ 例題１６ １０ ・１次不等式の解法と同様に ・既に学んだ方法で対応で
「２次不等式 グラフ上の点の 座標の符号 きる。 <表現・処理>y

を調べればよいことを理解さ ・チェーンx - x-
2
2 3 0＞

の解」 せる。 ・２次方程式との関連が理x x
2
-2 -3 0＜

を解説する。 ・まず、２次方程式を解いて 解できている。
軸との共有点を求めること <数学的な見方や考え方>x

導 ２ 例題１０ ５ を理解させる。
展 「次の２次不等式を解け。 ・ の係数が負の場合、不等 ・解法が理解できている。x2

( ) 号の向きに注意して、 の係 <知識・理解>1 3 +4 -4x x x
2

＜ 0 2

( ) 」 数を正にして解くことについ2 x x
2
+2 -2≧ 0

を解説する。 て言及する。

３ 練習３２，３３の演習 １０ ・２次方程式の２つの解の大 ・問題に意欲的に取り組ん
過 小に注目させて解かせる。 でいる。

<関心・意欲・態度>
４ 例題１８ ５ ・ の場合の考え ・解の表現を理解できるa D＞ ， ＝0 0

開 「２次不等式 方や解法の手順も、グラフの <表現・処理>
概形から考えることに言及すx x

2
- +2 1 0＞

の解」 る。x x
2
- +2 1 0＜

を解説する。
程

５ 問題演習 １０ ・２次不等式の解は 判別式 ・２次関数のグラフと２次、 D
練習３４を解かせる。 の符号によって分類されるこ 不等式の関係が理解できて

とを理解させる。 いる。<関心・意欲・態度>

整 １ 本時のまとめ ５ ・本時の内容が理解できてい
理 ２ 次時の予告 るか確認させる。

次 時 の 教科書練習３２ ３３，問題集「クリアー数学Ⅰ＋Ａ」１８３ １８４ １８５, , ,
課 題

備 考 普通科 生徒数４０名


